



































































































































































































































































































（ 2 ）　大竹久夫 1982「汽水域の生態学」（島根大学地域分析研究会『飫宇の入海　―　中海とその干拓淡水化を
めぐって　―　』たたら書房 pp. 87-94）
（ 3 ）　國井秀伸ほか 1993「汽水湖生態系の特性と日本における研究の現状」（『日本生態学会誌』43、日本生
態学会 p. 203）










（ 9 ）　島においては 2島で 6地域、半島においては 3地域で調査が行われており、地域ごとの漁法の違いにつ
いてはかならずしも明確には示されていない。
（10）　また、ここで挙げられている漁法が行われていた時代についてもかならずしも明確に示されているわけ
ではなく、すでに禁止された「ミアミ」や大正から昭和初期にかけて盛んであったという「地引網」などの
記載もある。同時代に営まれた漁法という観点からも注意が必要である。
（11）　半島部の漁業で漁獲される魚種が豊富である理由は網漁への依存度の高さに由来すると考えられる。釣
漁に比べて網漁の漁獲対象魚種は広い。たとえば、マス網で漁獲される魚種だけでも 12種類が報告されて
いる。
（12）　注（3）同書 p. 202
（13）　注（6）同書 p. 57
